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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成22年5月6日(2010.5.6)

【公開番号】特開2009-237266(P2009-237266A)
【公開日】平成21年10月15日(2009.10.15)
【年通号数】公開・登録公報2009-041
【出願番号】特願2008-83169(P2008-83169)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｆ   1/1343   (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1368   (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/133    (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/36     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｆ   1/1343  　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/1368  　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/133   ５５０　
   Ｇ０２Ｆ   1/133   ５７５　
   Ｇ０９Ｇ   3/36    　　　　
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２１Ｆ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２１Ｅ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６３１Ｖ

【手続補正書】
【提出日】平成22年3月17日(2010.3.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　全体としてマトリクス状に配置され、各々が液晶素子を有する複数の画素と、
　各画素の液晶素子に対して映像信号に基づく駆動電圧を印加することにより表示駆動を
行う駆動手段と
　を備え、
　前記画素が、
　低階調電圧が印加される第１副画素と、
　互いに異なるレベルの複数の高階調電圧がそれぞれ印加される複数の第２副画素を有す
る副画素群と
　により構成され、
　前記第１副画素の面積（＝Ｓａ）が、前記副画素群の面積（＝Ｓｂ）よりも小さくなる
ように設定され、
　前記駆動手段は、前記映像信号に基づき前記第１副画素および前記複数の第２副画素の
各々を個別に駆動する空間分割駆動によって、各画素に対する表示駆動を行う
　液晶表示装置。
【請求項２】
　前記副画素群が、２つの第２副画素により構成され、
　各画素が、前記第１副画素と前記２つの第２副画素とにより構成されている



(2) JP 2009-237266 A5 2010.5.6

　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記駆動手段は、
　第１の入力輝度位置から出力輝度が立ち上がるような第１の入出力輝度特性を、前記第
１副画素に適用し、
　前記第１の入力輝度位置よりも高い第２の入力輝度位置から出力輝度が立ち上がるよう
な第２の入出力輝度特性を、前記２つの第２副画素のうちの一方に適用し、
　前記第２の入力輝度位置よりも高い第３の入力輝度位置から出力輝度が立ち上がるよう
な第３の入出力輝度特性を、前記２つの第２副画素のうちの他方に適用し、
　これにより、前記第１副画素および前記２つの第２副画素の各々を個別に駆動する空間
分割駆動を行う
　請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記各画素は、
　前記第１副画素を駆動するための第１のスイッチング素子と、
　前記副画素群を駆動するための第２のスイッチング素子と、
　前記第２のスイッチング素子と前記他方の第２副画素との間に設けられた容量素子と
　を含み、
　前記駆動手段は、前記映像信号における入力輝度レベルと前記第１副画素および前記副
画素群にそれぞれ適用されるべき出力輝度レベルとを対応付けてなる第１のＬＵＴ（ルッ
クアップテーブル）を用いることにより、前記第１副画素および前記２つの第２副画素に
対する空間分割駆動を行う
　請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記駆動手段は、各画素に対して線順次で表示駆動を行うものであり、
　各画素に対応して、
　駆動対象の画素を線順次で選択するための１本のゲート線と、
　駆動対象の画素に前記駆動電圧を供給するための２本のデータ線と
　が設けられている
　請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記駆動手段は、各画素に対して線順次で表示駆動を行うものであり、
　各画素に対応して、
　駆動対象の画素を線順次で選択するための２本のゲート線と、
　駆動対象の画素に前記駆動電圧を供給するための１本のデータ線と
　が設けられている
　請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　各画素は、前記第１副画素および前記２つの第２副画素をそれぞれ駆動するための３つ
のスイッチング素子を含み、
　前記駆動手段は、前記映像信号における入力輝度レベルと前記第１副画素、前記一方の
第２副画素および前記他方の第２副画素にそれぞれ適用されるべき出力輝度レベルとを対
応付けてなる第２のＬＵＴ（ルックアップテーブル）を用いることにより、前記第１副画
素および前記２つの第２副画素に対する空間分割駆動を行う
　請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記第１副画素の面積Ｓａが、前記画素全体の面積の１／３以下となるように設定され
ている
　請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
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　前記第１副画素の面積Ｓａ、前記一方の第２副画素の面積（＝Ｓｂ１）および前記他方
の第２副画素の面積（＝Ｓｂ２）の間で、以下の（１）式を満たす
　請求項８に記載の液晶表示装置。
Ｓａ＜Ｓｂ１＜Ｓｂ２ ……（１）
【請求項１０】
　前記駆動手段は、前記空間分割駆動の際に、前記第１副画素と前記副画素群との間でオ
ーバードライブ量が互いに異なることとなるように、前記第１副画素および前記２つの第
２副画素の各々の駆動電圧に対してオーバードライブ処理を行う
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記液晶素子が、垂直配向（ＶＡ）モードの液晶を含んで構成されている
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の液晶表示装置は、全体としてマトリクス状に配置され、各々が液晶素子を有す
る複数の画素と、各画素の液晶素子に対して映像信号に基づく駆動電圧を印加することに
より表示駆動を行う駆動手段とを備えたものである。ここで、各画素は、低階調電圧が印
加される第１副画素と、互いに異なるレベルの複数の高階調電圧がそれぞれ印加される複
数の第２副画素を有する副画素群とにより構成されている。また、上記第１副画素の面積
（＝Ｓａ）が、上記副画素群の面積（＝Ｓｂ）よりも小さくなるように設定されている。
また、上記駆動手段は、映像信号に基づき第１副画素および複数の第２副画素の各々を個
別に駆動する空間分割駆動によって、各画素に対する表示駆動を行うようになっている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明の液晶表示装置では、各画素に対する表示駆動の際に、映像信号に基づき、第１
副画素および複数の第２副画素の各々を個別に駆動する空間分割駆動がなされるため、そ
のような空間分割駆動がなされない場合と比べ、表示画面を斜め方向から見た場合のガン
マ特性（映像信号の階調と表示輝度との関係を示す特性）の変動（表示画面を正面方向か
ら見た場合からの変動）が分散される。また、副画素群には、互いに異なるレベルの複数
の高階調電圧がそれぞれ印加される複数の第２副画素が設けられているため、各画素には
少なくとも３つ以上の副画素が含まれてそれぞれ個別に空間分割駆動がなされることとな
り、従来のように各画素内で２つに空間分割駆動がなされている場合と比べ、表示画面を
斜め方向から見た場合のガンマ特性の変動が、より効果的に分散される。さらに、低階調
電圧が印加される第１副画素の面積Ｓａが、上記副画素群の面積Ｓｂよりも小さいため、
第１副画素に印加される駆動電圧が、従来よりも高くなる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明の液晶表示装置によれば、副画素群に、互いに異なるレベルの複数の高階調電圧
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がそれぞれ印加される複数の第２副画素を設けると共に、各画素に対する表示駆動の際に
、第１副画素および複数の第２副画素の各々を個別に駆動する空間分割駆動を行うように
したので、表示画面を斜め方向から見た場合のガンマ特性の変動を効果的に分散すること
ができ、輝度の視野角特性を従来よりも向上させることができる。また、第１副画素の面
積Ｓａが副画素群の面積Ｓｂよりも小さくなるようにしたので、第１副画素に印加される
駆動電圧が従来よりも高くなり、応答速度を向上させることができる。よって、従来より
も輝度の視野角特性を向上させつつ、応答速度も向上させることが可能となる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　データドライバ５１は、液晶表示パネル２の各画素２０（より詳細には、各画素２０内
の各副画素）へそれぞれ、タイミング制御部６１から供給される映像信号Ｄ３ａ，Ｄ３ｂ
に基づく駆動電圧を供給するものである。具体的には、このデータドライバ５１は、映像
信号Ｄ２ａ，Ｄ２ｂに対し、リファレンス電圧生成部から供給されるリファレンス電圧を
用いてそれぞれＤ／Ａ変換を施すことにより、アナログ信号である映像信号（上記駆動電
圧）を生成し、各画素２０へ出力するようになっている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　バックライト駆動部６２は、バックライト部３の点灯動作を制御するものである。タイ
ミング制御部６１は、ゲートドライバ５２およびデータドライバ５１の駆動タイミングを
制御すると共に、映像信号Ｄ３ａ，Ｄ３ｂをデータドライバ５１へ供給するものである。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　画素２０は、閾値電圧を例えば２．０Ｖ程度とした場合、低電圧階調（例えば、０～２
．３Ｖ程度の階調）の階調表現に用いられる副画素２０Ａと、この低電圧階調よりも高電
圧の階調である高電圧階調（例えば、２．３～７．０Ｖ程度の階調）の階調表現に用いら
れる副画素群２０Ｂとにより構成されている。また、この副画素群２０Ｂには、上記高電
圧階調の階調表現に用いられる互いに異なる２つの副画素２０Ｂ１，２０Ｂ２が設けられ
ている。すなわち、画素２０には、互いに異なる３つの副画素２０Ａ，２０Ｂ１，２０Ｂ
２が設けられており、マルチ画素構造となっている。なお、上記した低電圧階調とは、ノ
ーマリーブラック表示モードの場合には低電圧に対応し、ノーマリーホワイト表示モード
の場合には高電圧に対応する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　画素２０にはまた、駆動対象の液晶素子を線順次で選択するための１本のゲート線Ｇと
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、駆動対象の液晶素子に対し、副画素２０Ａおよび副画素群２０Ｂごとにそれぞれ駆動電
圧（データドライバ５１から供給される駆動電圧）を供給する２本のデータ線ＤＡ，ＤＢ
とが接続されている。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　この液晶表示装置１では、図１に示したように、外部から供給された映像信号Ｄinが画
像処理部４１により画像処理され、各画素２０用の映像信号Ｄ１が生成される。そしてこ
の映像信号Ｄ１は、マルチ画素変換部４２へ供給される。マルチ画素変換部４２では、図
４に示したＬＵＴ１を用いることにより、供給された映像信号Ｄ１が、副画素２０Ａおよ
び副画素群２０Ｂ用の２つの映像信号Ｄ２ａ，Ｄ２ｂに変換される（マルチ画素変換）。
これら２つの映像信号Ｄ２ａ，Ｄ２ｂはそれぞれ、オーバードライブ処理部４３において
オーバードライブ処理がなされることにより２つの映像信号Ｄ３ａ，Ｄ３ｂとなり、タイ
ミング制御部６１を介してデータドライバ５１へ供給される。データドライバ５１では、
映像信号Ｄ３ａ，Ｄ３ｂに対するＤ／Ａ変換が施され、アナログ信号である２つの映像信
号が生成される。そしてこれら２つの映像信号に基づき、ゲートドライバ５２およびデー
タドライバ５１から出力される各画素２０内の副画素２０Ａおよび副画素群２０Ｂへの駆
動電圧によって、画素２０ごとに線順次表示駆動動作がなされる。具体的には、図２およ
び図３に示したように、ゲートドライバ５２からゲート線Ｇを介して供給される選択信号
に応じて、ＴＦＴ素子２１Ａ，２１Ｂのオン・オフが切り替えられ、データ線ＤＡ，ＤＢ
と液晶素子２２Ａ，２２Ｂ１および容量素子２３Ｂとの間が選択的に導通されることによ
り、データドライバ５１から供給される２つの映像信号に基づく駆動電圧が液晶素子２２
Ａ，２２Ｂ１，２２Ｂ２へと供給され、表示駆動動作がなされる。
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